
5月は新年度の環境に随分と慣れて来た様子の子どもたちでしたが、それでも疲れが出てきたのか

咳や鼻水が出たり、発熱やお腹が緩くなるなど、お子さんによって様々な体調不良の症状が見られて

いました。今はだいぶ落ち着き、気持ちも体も元気に伸びやかに過ごせています。保護者のみなさんも

子育てと家事、お仕事と保育園の送迎と・・・たくさんの事をしながらのペースに慣れてきたところで

しょうか。新型コロナの心配もある中、大人も子どもも健康第一で過ごしたいですね。

  2日（木）内科健診 園にお医者さんが来て診てくださいます。

10日（金）じゃが芋堀り 2歳児クラスが園バスに乗って行きます。

（舞岡ふるさと村 虹の家）

15日（水）6月のお誕生会 1名のお友だちをお祝いします。

16日（木）歯科健診 （六ッ川西保育園）園バスに乗って行きます。

ゆめ組
ゆめ組は、5月から2名になりました。6月からはもう1名入園して3名になります。よろしくお願い

します。ゆめ組では今寝返りからずり這いへと移動手段を獲得しようと

しています。「あれを手にしたい！」という要求があるからこその姿です。

これまでは全て大人にしてもらっていた赤ちゃんが自分の

要求を叶えようと頑張る感動的な発達期に私たちが

関われることをとてもうれしく思います。

今後もいろいろなことができるように

なっていくと思いますが、その根っこには、子ども

自身の要求や願いが発端となっていることを大人は

忘れずにいたいと思います。そして、保育の中では、その要求や願いをたくさん保育士と共に持てる豊かな

経験をさせてあげたいと考えています。 ゆめ組担任

にじ組
子どもたちがにじ組で過ごすようになって2カ月が経ちました。涙での登園だった子どもたちも今では

保育園で遊ぶのが大好きになりました。お部屋では玩具棚から好きな物を自分で選び、手にとってみます。

”これはどんなおもちゃだろう？” ”あ！こうやってあそぶんだ！と”いろいろな方向から眺めたり動かし

たりしています。同じ1歳児クラスの子どもたちですが、一人一人”個”で遊んでいる子もいますし、同じ

遊びを求めて場所を共有したり遊びの輪に入る姿も見られます。一人遊びを十分に経験すると今後は

自分以外の人の存在（保育士やお友だち）に気付き、関われるようになっていきます。そして自分の

気持ちを表現したり思いがうまく伝えられずに泣いたり怒ったりしながら段々と一緒に遊べるように

なっていきます。今はその途中のとても大切な時期なので私たち保育士は子どもが遊ぶ様子を優しい

眼差しで見守り、子どもの伝えたい思いを代弁しながら日々関わっていくよう心掛けています。

にじ組担任

えんだより令和4年度６がつ

こどもの姿
健診は全員受けていただければと思います。

お休みの予定がある方はお声がけ下さい。



にじ組のつづき
まずは自分のしたいことを存分に 大きい子のしている事が素敵に見えて

楽しもう！ 一緒にしたい気持ちが芽生えます。

そら組
先日らびっと号に乗って六ッ川西保育園で行われた移動動物園に行きました。子どもたちは早くバスに

乗りたくて出発時間まではテラスで遊んでいてもソワソワ。バスが来ると「バスきたよ！」「いそが

なきゃ！」と靴下・帽子と出かける準備を自分からとりかかっていました。バスに乗り込むと二人掛けの

座席ですが何故かみんな一人ずつ座るそら組さん。バスの中は静かで外の景色や車、トラックを見るのを

堪能していました。 六ッ川西保育園に着くと、やぎや羊、ハムスター、うさぎ、ひよこがいました。

入口近くにはやぎがいてちょっとびっくり。でも、怖くない子はやぎの顔が間近に来ても動じずに

キャベツをあげてとても頼もしい姿も見られました。そんなお友だちの姿に自分も触ってみたい気持ちが

沸いて来て、小さい動物のふれあいコーナーへ行ってみました。自分一人だと心細いけれど、

お友だちの姿を見て”大丈夫なんだ””楽しそう”と感じてとうとう全員が動物に触れる事ができました。

お友だちと影響し合って成長できる事を改めて感じました。

20分間程の滞在でしたが、随分と慣れていろいろな動物を”そっと”撫でてあげたり、ポニーに乗る子も

いて、帰る頃には”たのしかった～！”という表情でいっぱいでした。 そら組担任

ドキドキ うわー！！

なでられた♥

お～すごいね！

職員にききました

①名前・・・ （ ）栄養士です。調理師免許も持っています。

０，1歳児クラス担当です。

美味しいものをたくさん作れるようになりたくてこの道にすすんだそうです。

今も家族にご飯を作ったりしているとのこと。親孝行ですね！

②小さい時はどんな子どもでしたか？

とても恥ずかしがりやでした。（今では子どもたちの前で楽しくお仕事ができて

恥ずかしがりやだったとは思えないです。）

③食育を通して感じている事・・・これまで勤めた保育園では幼児クラスでしか食育をしませんでした。

でも、らびっと保育園の小さいな子どもたちとでも、キャベツをちぎったり、とうもろこしの皮を剝く

等、ちょっとしたことも一緒にすることが食に繋がる貴重な体験なんだと感じてとても充実しています。

④保護者のみなさんへひとこと・・・食事についてのご相談があれば何でも仰って下さい！






